
提

出

者

江

田

憲

司

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
提
出

質

問

第

一

四

五

号

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
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普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
に
つ
い
て
、
地
元
沖
縄
と
の
調
整
が
難
航
し
て
い
る
が
、
政
府
は
現
行
案
で
「
地
元
の
理
解
を
求

め
る
」
と
の
言
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
提
出
し
た
私
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
回
答
（
内
閣
衆
質
一
六
四

第
一
二
〇
号
。
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
も
、
過
去
の
閣
議
決
定
等
の
経
緯
を
な
ぞ
る
だ
け
で
、
と
て
も
国
民
及
び
沖
縄

県
民
、
名
護
市
民
等
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
標
記
の
件
に
つ
い
て
再
質
問
す
る
。

一

「
答
弁
書
」
で
は
、
「
多
く
の
選
択
肢
を
検
討
し
、
住
民
の
生
活
環
境
や
安
全
、
環
境
に
対
す
る
影
響
等
の
複
数
の
要
素

を
考
慮
し
た
結
果
、
（
略
）
代
替
施
設
を
「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
海
岸
線
の
区
域
と
こ
れ
に
近
接
す
る
大
浦
湾
の
水
域

を
結
ぶ
Ｌ
字
型
」
に
設
置
す
る
と
の
案
（
以
下
「
Ｌ
字
型
案
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
合
意
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当

初
、
政
府
自
ら
が
最
善
と
し
た
名
護
市
辺
野
古
の
「
沖
合
案
（
海
上
施
設
案
）
」
を
あ
え
て
変
更
し
、
今
回
「
Ｌ
字
型
案
」

と
し
た
理
由
を
、
ご
指
摘
の
「
住
民
の
生
活
環
境
や
安
全
、
環
境
に
対
す
る
影
響
等
の
複
数
の
要
素
」
に
照
ら
し
て
、
具
体

的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

度
重
な
る
地
元
沖
縄
関
係
者
の
「
Ｌ
字
型
案
の
修
正
・
見
直
し
要
請
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
月
末
を
目
途
に
ま
と
め
ら

れ
る
最
終
報
告
で
も
、
政
府
は
「
Ｌ
字
型
案
」
を
一
切
修
正
し
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

一



三

政
府
は
、
こ
の
「
Ｌ
字
型
案
」
実
現
の
た
め
に
、
沖
縄
県
知
事
が
持
つ
公
有
水
面
の
使
用
権
限
等
を
国
に
移
す
特
別
措
置

法
の
制
定
等
を
検
討
し
て
い
る
事
実
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


